
新
原
海
軍
炭
鉱
の
雑
誌『
新
原
』（
１
）

177

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　謄と
う

写し
�

版ば
ん（
注
）
で
、
赤
を
加
え
た
二
色

刷
り
の
雑
誌『
新
原
』15
冊（
２
冊
は

重
複
）を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
。

　『
新
原
』は
、
タ
テ
23
・
２
㎝
、
ヨ

コ
16
・
５
㎝
の
大
き
さ
の
雑
誌
で
す
。

　週
刊
誌
大
の
Ｂ
５
判
よ
り
は
小
さ

く
、『
文
藝
春
秋
』な
ど
月
刊
誌
大
の

Ａ
５
判
よ
り
は
大
き
い
サ
イ
ズ
で

す
。　紙

質
は
、
わ
ら
半
紙
よ
り
は
少
し

上
質
と
い
う
程
度
の
粗
末
な
紙
で
、

半
枚
の
両
面
に
印
刷
し
た
も
の
と
、

１
枚
を
二
つ
折
り
し
て
袋
綴
じ
に

な
っ
た
も
の
が
交
じ
っ
て
い
ま
す
。

第
１
号
は
表
紙
・
裏
表
紙
・
白
紙
を

含
め
て
42
ペ
ー
ジ
分
で
、
21
枚
を
右

端
の
割わ
り

鋲び
ょ
う

２
個
で
綴
じ
、
表
に
は
鋲
び
ょ
う

の
頭
が
見
え
、
裏
は
上
と
下
に
鋲
の

差
し
込
ん
だ
先
端
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。　号

数
と
発
行
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
正
13
年（
１
９
２
４
）の
第
１

巻
が
１
月
発
行
の
第
１
号
か
ら
12
月

発
行
の
12
号（
11
号
が
重
複
）、
翌

14
年
が
第
２
巻
で
１
月
発
行
の
第

１
号
、
２
月
発
行
の
第
２
号
ま
で
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
25
日
発
行
。

大
正
14
年
３
月
以
降
が
発
行
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　百
年
近
く
前
の
雑
誌
で
す
か
ら
、

イ
ン
ク
が
劣
化
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
見
た
と
こ
ろ
印
刷
の

状
態
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

表
紙
の
図
案
や
挿
し
絵
な
ど
に
デ
ザ

イ
ン
の
工
夫
が
あ
り
、
大
正
時
代
の

セ
ン
ス
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　発
行
元
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
第
１
号
に
猪
俣
昇
が「
新
原
発

刊
ノ
趣
旨
」を
書
い
て
お
り
、
海
軍

燃
料
廠し
ょ
う

採さ
い

炭た
ん

部ぶ

の
公
式
の
機
関
誌
と

言
え
ま
す
。
猪
俣
は
当
時
、
海
軍
技

師
で
し
た
。
九
州
帝
国
大
学
工
学
部

出
身
で
、
後
に
海
軍
技
術
少
将
と
な

り
ま
し
た
。

　「
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
。
三
百
五
十

ノ
役
員
ト
五
千
の
鉱
夫
ヲ
擁
シ
」と

書
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
員
は
事

務
職
員
の
意
味
で
し
ょ
う
か
。

　謄
写
版
で
す
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
数

百
部
の
発
行
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
猪

俣
に
よ
る
と
雑
誌
発
行
の
目
的
は
従

業
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
怠
っ
て
い

た
、
品
性
を
磨
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、

従
業
員
同
士
、
知
識
や
経
験
を
交
換

す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
文
化

的
な
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
し
た
。

１号の表紙

�2018 （平成30年） 5�•�広報すえ 8

　今
回
は
、
１
号
か
ら
４
号
ま
で
の

表
紙
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

　１
号
の
表
紙
は
不
鮮
明
で
す
が
、

坑
口
を
描
き
、
真
ん
中
に『
新
原
』と

誌
名
を
書
き
、
上
に
は
電
灯
が
光
を

放
っ
て
い
ま
す
。

　２
号
の
表
紙
は「
採
炭
部
創
業
以

来
出
し
ゅ
っ

炭た
ん

額
図
表
」と
い
う
棒
グ
ラ
フ

で
す
。
右
端
が
明
治
24
年
、
左
端

が
大
正
11
年
で
す
。
12
年
は
空
欄
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　３
号
の
表
紙
は
２
つ
の
円
グ
ラ
フ

で
、
上
が「
大
正
12
年
12
月
中
全
国

石
炭
産
出
額
」で
す
。
福
岡
が
半
分

以
上
を
占
め
、
以
下
北
海
道
・
福
島
・

佐
賀
・
長
崎
・
山
口
・
茨
城
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
下
は
文
字
が
不
鮮

明
で
す
が
、
同
年
同
月
の「
粕
屋
鉱

業
石
炭
産
出
額
」と
見
え
ま
す
。
半

分
近
く
が
海
軍
、
第
２
位
・
第
３
位

は
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
お
そ
ら

く「
福
岡
」「
姪
浜
」で
し
ょ
う
。
次

は「
高
田
」「
粕
屋
」「
亀
山
」「
久
原
」

な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　４
号
の
表
紙
も
２
つ
の
円
グ
ラ
フ

で
、
上
は「
大
正
12
年
中
全
国
石
炭

産
出
額
」で
、
下
は
同
年
の「
粕
屋
鉱

業
石
炭
産
出
額
」で
す
。
海
軍
か
ら

右
回
り
に
姪
浜
・
高
田
・
亀
山
・
福

岡
一
坑
・
大
谷
・
久
原
・
粕
屋
・
福

岡
二
坑
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
海

軍
の
下
に「
四
坑
・
五
坑
・
六
坑
」の

円
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
す
。
円
の

縁
取
り
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。

（
注
）謄
写
版
と
は
、
印
刷
方
法
の
一
種
で
、

ガ
リ
版
と
も
い
い
ま
す
。

２号の表紙３号の表紙

４号の表紙４号の表紙 下の円グラフ（拡大）
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